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［
１
］

武
田
家

の
旗
下

真
田

弾正
忠
幸

隆
と
云
ふ

軍
事
に

長
せ
し
名

将
あ
り

剃
髪
し
て

徳
斎
と
号
す
。
男
（
な
ん
）
三
人

あ
り
。
嫡
男
信
綱
と

い
ゝ
二
男
昌
輝
（
の
ぶ
て
る
）
三
男

昌
幸
と
い
ふ
。
何
れ
も

聡
明
、
中
に
も
昌
幸
ハ
真
田

安
房
守
と
号
し
、
無
双
の

［
２
］

勇
士
な
り
。

此
頃
ハ
武
田
ハ

村
上
義
清
と
激
あ
り
。
信
玄

義
清
を
討

ん
と
一
徳
斎

に
依
頼
す
。
真

田
了
承
し
て

臣
下
を
集
ひ
て

軍
議
し
け
る
。
村
上
が

軍
師
薬
師
寺

左
近
を
退
け
ん
と

計
略
を
議
し
け
る

に
原
若
狭
の
守
が

弟宗
左

ヱ
門
（
そ
う
ざ
え
も
ん
）
進
ミ
出
、

意
見
を
述
し
に
、

一
徳
斎
悦
び
、
其

翌
日
軍
議
の
席

に
須
原
の
言
バ

を
用
ひ
ず
、
鉄
扇

に
て
眉
間
を
打
、
須

原
無
念
に
思
ひ
、

村
上
方
へ
至
り
、
主

人
の
非

を
挙
ゲ
、

臣
下
に

な
し

玉
ハ
れ

と
い
ふ
。

然
し

某
（
そ
れ
が
）
し
未
だ

岩
尾
に
あ
れ

バ
、
御
味
方
の

手
始
め
に

強
勢
（
が
う
ぜ
い
）
三
百
騎

を
貸
玉
へ
バ
、

〈
古
文
書
解
読
講
座

入
門
編
〉

「
絵
本

真
田
三
代
記
」（
吉
成
一
七
七
四
）
解
答
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［
３
］

一
徳
斎
の
首
を

得
ん
ハ
方
寸
の
中
（
う
ち
）
に

在
り
と
い
ゝ
け
れ
バ
、

義
清
悦
び
、
薬
師

寺
左
近
・
清
野
（
き
よ
の
）
六
郞

と
云
大
強
（
だ
い
が
う
）
の
者
を
め
し

け
る
。
原
是
を
引
卒

し
て
、
岩
尾
に
戻
、
二
の

丸
に
入
や
、
突
然
と

真
田
勢
一
時
に
打

か
ゝ
れ
バ
、
薬
師
寺
・

清
野
茲
に
討
る
。

義
清
是
を
聞
て

憤
り
、
三
千
余
騎

を
以
て
岩
尾
に
押

寄
、
戦
ふ
と
雖
ト
モ
、
真

田
が
計
（
は
か
り
こ
と
）
に
士
卒
千
余
人

皆
火
中
に
焼
死
（
や
け
し
に
）
た
り
。
去

程
に
信
玄
ハ
木
曽
義

昌
を
責
ん
と
真
田

兄
弟
を
先
鋒
と
し
て

御
嶽
（
ミ
た
け
）
の
城
を
責
る
。
木
曽

の
強
将
伊
奈
九
郞
、
甲
府
勢
を

な
や
ま
す
。
一
徳
斎
が
造
る
宿
砂
筒
に
て

［
４
］

伊
奈
を

討
取
る
。
其
外
木
曽

の
重
臣
、
追
々
討

死
せ
し
め
バ
、
義

昌
今
ハ
是
迄

と
本
丸
に
引

揚
、
切
腹
せ
ん

とす
。
此
時

昌
幸
兄
に

云
ふ
。
今
木
曽
殿

生
害
と
覚

た
り
。

我
祖
海
野
小
太
郎
ハ

義
仲
の
幕
下
な
り
。

君
臣
の

よ
し
ミ
あ
り
。

信
玄
公
へ

和
睦
を

す
ゝ
め
、
木
曽

殿
を

［
５
］

助
け
ん
と
い
ふ
。
兄
も

尤
も
と
て
、
穴
山
小
助
を

使
者
と
し
て
、
其
旨
を

木
曽
殿
へ
述
る
。

木
曽
主
従
宜
し
く

計
ひ
玉
ハ
れ
と
小
助
を

厚
も
て
な
し
返
し
け
る
。
真
田

兄
弟
、
信
玄
へ
和
睦
を
乞

ひ
し
に
、
承
引
し
て
、
一
族
の
よ
し

ミ
を
結
バ
ん
と
息
女
を
義

昌
に
お
く
り
け
る
。
是
安
房

守
が
功
な
り
と
て
、
義
昌
の

長
臣

大
庭

杢
之

助
が

女
（
む
す
め
）
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［
６
］

義
昌
自
媒
人
（
な
か
う
と
）
し
て

昌幸の
室

と
な

す
。
之
幸
村

の
母
な
り
。

時
移
り
、
一
徳
斎

病
死
し
、
昌
幸
父
に

父
に
劣
ず
、
武
田
家

に
忠
節
を
尽
す
と

雖
ト
モ
、
主
君
信
玄
、
昌
幸
・

山
形

等
か

諫
（
い
さ
め
）
を

用
ひ

す
。
終

に
長
篠

［
７
］

露と
消
、
嫡
子

勝
頼
、
尚
天
目

山
に
亡
び
、
其
子
勝

千
代
丸
を
守
護
し

時
節
を
計
り
、
武
田

家
を
起
さ
ん
と
、
信

州
上
田
の
城
に
篭

り
け
る
。
此
時
織
田
信
長
天
下
を

呑
ん
勢
に
て
、
上
田
の
城
を
責

ん
と
徳
川
家
康
公
を

初
し
め
、
諸
将
を

つ
ど
ひ
、
四
方
よ

り
同
時
に

責
立

け
る
。
其

勢
三
十

万
余

［
８
］

十
四
日
上
田
の

城
へ
責
寄
り
。

其
有
さ
ま
、
今

上
田
城
を
一
ト
も
ミ
に

踏
つ
ぶ
さ
ん
勢
ひ

な
り
。
去
バ
徳
川
・

織
田
・
北
条
各
（
お
の
お
の
）
剛
臣

士
卒
を
は
げ
ま
し
、

息
を
も
つ
か
ず

攻
（
せ
む
）
れ
ど
も

昌
幸
・
幸
村

が
神
変不

思
議

の
妙
計
を

行
の
ふ
い
内
へ

当
り
難
く

日
夜
士
卒
□

費
す
の
ミ
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［
９
］

此
上
ハ
如
何
な
る
謀
計

に
て
攻
む
へ
き
や
と
鬼
神

を
欺
く
三
将
も
あ
ぐ
ミ
は
て

て
ぞ
見
へ
に
け
る
。
此
時
羽
柴
筑

前
守
秀
吉
ハ
中
国
に
あ
り
し
が
、

上
田
攻
の
事
を
き
ゝ
急
ぎ
汗

馬
に
鞭
を
加
へ
て
引
返
し
、
信

長
が
存
意
を
き
ゝ
只
一
人

上
田
の
城
中
に
至
り
、

昌
幸
が
心
中
を
き
く

に
主
人
勝
頼
天
目
山
に

亡
び
、
其
遺
命
に
ハ

七
才
に
な
り
け
る
所

の
勝
千
代
丸

［

］
10

も
っ
て

武
田
家
を

再
興
い
た
さ

せ
よ
と
の
事
、

就
て
ハ
甲
信
を

下
さ
る
ゝ
に
及

む
て
、
我
々
親

子
が
首
ハ

三
将
に
献
す
る
と
も

［
く
る
し
か
］

ら
ず
と
云
。

思
ひ
く
ん

だ
る
忠

言
に

秀
吉
其
忠
節
を
感
じ
、
誠
に

尤
も
な
る
事

か
な
。
人
の
臣
と

し
て
ハ
忠
に
死

し
、
人
の
子
と

し
て
ハ
孝
に

［

］
11

止
る
こ
と
、
人

間
の
習
ひ
と
ハ

い
へ
と
、
守

る
も
の

甚
だ

少
く
、
小
山
田
兵
ヱ
・
跡

部
長
坂
長
閑
の

ご
と
き
ハ
、
是

某
国
の

奸
臣
と
や
い
わ
ん
。
真
田

が
如
き
ハ
開
国
の
元
凶

と
や
い
わ
ん
。
賞
せ
ず
ん
バ

有
べ
か
ら
ず
と
て
、

是
よ
り
秀
吉

が
取
持
に
て
、
勝
千

代
十
五

才
に

お
よ
ぶ

時
ハ
、
甲
信
を
相

わ
た
す
べ
し

と
約
せ
し
か
バ

真
田
が
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［

］
12

望し
も
違
（
た
が
）

い
、
三
将
も

囲
ミ
を
解
た

り
。

扨
夫
よ
り

星
霜
押
移

り
、
秀

吉
天
下

を
一
統

し
て

［

］
13

后
、
豊

公
薨
じ
玉

ひ
、
秀
頼
公

幼
年
、
家
康

公
天
下
の
後
見

た
り
が
、
石
田
三
成
が

企
に
て
、
関
東
・

大
坂
、
関
ヶ

原
に
戦

争あ
り
。
其

頃
真
田
ハ
上
田

を
開

城
な

し
、
紀

州
九
度

山
に
身

を
塞
（
ひ
そ
）
め
、
閑

窓
に
月
日
を

送
り
し
内
、
昌

幸
病
死
せ
し

よ
り
、
幸
村

［

］
14

尚
遺
命
を
守
り
け
れ
ど

親
子
の
別
れ
を
か
な
し
ミ
、

其
後
愚
頓
と
な
り
、

田
野
に
鍬
を

か
ゝ
げ
、
農

業
透
に
ハ

打
紐
を
綾
と
り
、
嫡

子
大
助
治
幸
ハ
終
日

川
猟
遊
漁
な
せ
し
か

バ
、
さ
な
が
ら
上
田
の
城

主
が
果
（
は
て
）
と
ハ
見

へ
さ
り
け
る
。

然
る
に

慶
長
元
年

秀
吉
薨
じ
、
秀

頼
を
家
康

輔助
す
と
雖

も
、
天
下
の

大
小
名
名
（
み
な
）

徳
川
に
よ

る
。
真
田
ハ

関
東
に
寄

ず
。
其
心
は

か
ら
れ
ず

を
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［

］
15

家
康
公

様
子
を

探
ら
せ
け
る
に
、

真
田
父
子
、
昼
の

窓
（
よ
ほ
う
）
と
替
り
、
よ
る
ハ
張

抜
つ
づ
を
作
り
、
傍
に
ハ

大
助
軍
書
を
読
む
こ
と
水

の
流
る
ゝ
が
如
し
。
家
康
公

之
を
き
ゝ
安
か
ら
ず
思
ひ
給
ふ
。

時
に
慶
長
十
九
年
、
秀
頼
公
が

召
に
応
じ
、
大
坂
の
大
元
帥
と
な
り

日
本
国
中
の
大
軍
を
引
受
、
家
康
公

を
屡
々
（
し
ば
し
ば
）
悩
し
、
終
に
和
睦
と
な
り

し
が
、
再
び
破
れ
て
、
翌
年
夏
御
陣
に

幸
村
茶
臼

山
の
陣
に
忍

入
り
、
宿
砂
筒

を
以
て
家
康
公
を
討
ん
と

な
れ
ど
も
、
御
運
つ

よ
く
、
其
功

［

］
16

な
ら
ず
、
再
び
平
賀
の
方
に
地

雷
火
を
仕
か
け

八
方
へ

伏
兵
を
置
た

る
に
、
既
に
危
き

を
大
久
保
彦
左
ヱ
門
に
助
け
ら
れ
、

家
康
公
か
ら
う
し
て
其
場
を
の
が
る
。

日
本
無
双
の
幸
村
も
天
の
時
至
ず
。
是

非
も
な
し
、
元
和
元
年
五
月
七
日
大
坂
落
城

な
す
。
兼
て
約
せ
し
故
島
津
義
弘
、

秀
頼
公
の
御
迎
と
し
て
大
船
を
以
て

兵
庫
浦
に
着
岸
す
。
幸
村
其
懇

情
を
謝
し
、
則
ち
秀
頼
を
初
め

幸
村
・
大
助
其
他
百
余
人
、
薩
摩

の
方
へ
落
給
ふ
。
義
弘
厚
く
も

て
な
し
、
井
上
と
云
所
へ
新
城
を
築

き
、
爰
に
移
し
け
る
。
是
真
田
が
奇

計
よ
り
出
る
所
な
り
。
古
今
不
思

議
の
良
将
な
り
。
め
で
た
し
め
で
た
し
。

明
治
二
十
年
十
二
月
七
日
御
届

日
本
橋
区
吉
川
町
五
番
地

編
輯
兼
出
版

堤
吉
兵
衛


